
「ゼロカーボンシティかごしま」に挑戦！ 

－２０５０年までに二酸化炭素排出実質ゼロに－ 

 

 

近年、世界では、猛暑や豪雨など温暖化が原因とみられる異常気象による災害が

増加しており、もはや気候危機という状況にあります。 

 

本市もその被害の例外ではなく、平成５年の８・６水害以来となる本年６月末 

からの記録的な大雨に見舞われたほか、日本各地でこれまで経験したことのない豪雨

や台風等により甚大な被害が発生しています。 

 

こうした被害から人々の生命と財産、社会インフラ、そして、自然や生態系を守る 

には、根本的な解決策として、地球の平均気温上昇を１．５℃に抑える必要があり、

そのためには、2050 年までに温室効果ガス排出量を実質ゼロにすることが求められて 

います。 

 

先般のＣＯＰ２５でも次代を担う若者世代から早急な対応を求める声が一段と

高まっています。将来世代に健康な地球を残すためにも、鹿児島市は、国際社会の

一員として、脱炭素社会の実現を目指し、2050 年までに本市の二酸化炭素排出量

を実質ゼロにする「ゼロカーボンシティかごしま」の実現に、市民や事業者等と一体に 

なって取り組むことを決意します。 

 

 

令和元年１２月２５日 

鹿 児 島 市 

 
 


